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４
月
９
日
開
催
の
全
国
市
議
会

議
長
会
正
副
会
長
会
議
に
お
い

て
、
全
国
市
議
会
議
長
会
と
市
議

会
議
員
共
済
会
と
の
合
同
に
よ
る

「
議
員
年
金
対
策
会
議
」
の
設
置

が
了
承
さ
れ
た
。

議
員
年
金
対
策
会
議
は
、
総
務

省
に
去
る
３
月
３０
日
、
「
地
方
議

会
議
員
年
金
制
度
検
討
会
」
が
設

置
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
設
置
す
る

も
の
。

こ
の
会
議
は
、
議
員
年
金
に
関

す
る
諸
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、

議
員
年
金
制
度
の
長
期
的
安
定
の

た
め
の
具
体
的
方
策
等
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
設
置
期
間
は
、
本
年

５
月
２８
日
か
ら
１
年
間
。

議
員
年
金
対
策
会
議
の
構
成
員

は
、
全
国
市
議
会
議
長
会
と
市
議

会
議
員
共
済
会
の
双
方
か
ら
選
任

さ
れ
る
１７
人
。

構
成
員
は
、
市
議
会
議
員
共
済

会
会
長
（
全
国
市
議
会
議
長
会
会

長
）
、
市
議
会
議
員
共
済
会
副
会

長
（
１
人
）
、
市
議
会
議
員
共
済

会
理
事
（
９
人
）
、
政
令
指
定
都

市
、
中
核
市
及
び
特
例
市
の
中
か

ら
全
国
市
議
会
議
長
会
会
長
が
指

名
す
る
そ
れ
ぞ
れ
２
人
（
計
６

人
）
。

総
務
省
は
３
月
３０
日
、
地
方
議

会
議
員
の
年
金
制
度
を
将
来
に
わ

た
っ
て
安
定
し
た
制
度
と
す
る
た

め
に
講
ず
べ
き
具
体
的
施
策
を
検

討
す
る
「
地
方
議
会
議
員
年
金
制

度
検
討
会
」
を
設
置
、
東
京
・
ル

ポ
ー
ル
麹
町
で
第
１
回
検
討
会
を

開
い
た
。

座
長
に
大
橋
洋
一
・
学
習
院
大

学
法
務
研
究
科
教
授
を
選
出
。
市

議
会
議
員
共
済
会
代
表
と
し
て
藤

田
�
之
会
長
（
広
島
市
議
会
議

長
）
が
委
員
と
し
て
参
加
し
た
。

市
・
町
村
議
会
議
員
共
済
会
に

お
い
て
は
、
市
町
村
合
併
の
大
規

模
か
つ
急
速
な
進
展
に
伴
い
、
会

員
数
の
急
減
や
年
金
受
給
者
の
増

加
に
加
え
、
行
政
改
革
に
連
動
し

た
議
員
の
定
数
と
報
酬
の
削
減
が

両
共
済
会
の
年
金
財
政
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
財
政
が
急
激
に
悪

化
し
た
。

都
道
府
県
、
市
、
町
村
議
会
議

員
の
３
共
済
会
が
昨
年
７
月
に
設

置
し
た
「
地
方
議
会
議
員
年
金
制

度
に
関
す
る
研
究
会
」
が
去
る
２

月
３
日
に
取
り
ま
と
め
た
報
告
書

に
お
け
る
試
算
で
は
、
市
・
町
村

共
済
会
の
積
立
金
は
２３
年
度
に
、

都
道
府
県
議
会
議
員
共
済
会
も
３４

年
度
に
枯
渇
す
る
と
見
込
ん
で
い

る
。研

究
会
報
告
書
に
関
連
し
、
委

員
か
ら
、
財
政
悪
化
要
因
の
具
体

的
状
況
な
ど
更
な
る
分
析
を
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ

れ
た
。

検
討
会
で
は
、
今
後
議
員
年
金

制
度
を
長
期
的
に
安
定
さ
せ
る
方

策
を
議
論
す
る
う
え
で
、
収
入
、

給
付
両
面
か
ら
取
り
う
る
対
応
策

と
し
て
検
討
す
る
以
下
の
項
目
を

挙
げ
た
。
収
入
面
で
は
、
掛
金
率
、

特
別
掛
金
率
、
負
担
金
率
、
激
変

緩
和
措
置
と
し
て
の
負
担
金
率
の

見
直
し
。
給
付
面
で
は
、
年
金
算

定
基
礎
率
・
加
算
率
、
既
裁
定
者

等
の
給
付
水
準
、
退
職
年
金
受
給

資
格
、
遺
族
年
金
、
一
時
金
等
の

見
直
し
。
ま
た
、
年
金
制
度
を
廃

止
し
た
場
合
の
問
題
点
等
も
検
討

す
る
。

市
議
会
議
員
共
済
会
に
お
い
て

は
、
市
町
村
合
併
に
よ
り
旧
町
村

の
年
金
受
給
者
を
多
く
受
け
入
れ

て
い
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
財
政
が

悪
化
。
こ
れ
に
関
し
藤
田
会
長

は
、
「
市
町
村
合
併
の
推
進
と
い

う
国
策
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
合

併
特
例
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
通

り
、
国
に
責
任
を
果
た
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
強
調
。
現
在
１６
％
の

掛
金
率
に
つ
い
て
、
「
限
界
に
近

い
。
制
度
を
存
続
さ
せ
る
た
め
の

改
正
で
掛
金
の
引
き
上
げ
は
難
し

い
」
と
述
べ
た
。

今
後
５
回
程
度
検
討
会
で
議
論

し
た
の
ち
、
今
秋
に
も
法
改
正
を

視
野
に
入
れ
た
具
体
的
対
応
策
が

ま
と
め
ら
れ
る
。

（
検
討
会
議
事
録
は
総
務
省
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
適
時
公
開
）

総務省

将将
来来
にに
わわ
たた
るる
安安
定定
へへ
見見
直直
しし

地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
検
討
会
開
く

【
地
方
議
会
議
員
年
金
制
度
検
討

会
委
員
】
座
長
�
大
橋
洋
一
・
学

習
院
大
学
法
務
研
究
科
教
授
、
委

員
�
松
本
英
昭
・
地
方
公
務
員
共

済
組
合
連
合
会
理
事
長
、
横
道
清

孝
・
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教

授
、
渡
辺
俊
介
・
東
京
女
子
医
科

大
学
教
授
、
大
野
忠
右
エ
門
・
都

道
府
県
議
会
議
員
共
済
会
会
長

（
秋
田
県
議
会
議
長
）
、
藤
田
�

之
・
市
議
会
議
員
共
済
会
会
長

（
広
島
市
議
会
議
長
）
、
原
伸
一

・
町
村
議
会
議
員
共
済
会
会
長

（
福
岡
県
赤
村
議
会
議
長
）
、
松

永
邦
男
・
総
務
省
自
治
行
政
局
公

務
員
部
長
（
以
上
８
名
）

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1721号４月１５日平成21年
（2009年）

議
員
年
金
対
策
会
議
設
置

議
長
会
、共
済
会
合
同
で

検
討
会
に
出
席
す
る

藤
田
会
長
（
中
央
）

（１） 平成２１年４月１５日 第１７２１号
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本
会
は
平
成
２０
年
１０
月
１５
日
と
１６
日
、
北
海
道
釧

路
市
で
第
３
回
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
地
方
議
会
や
議
員
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
」
。
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
同
テ
ー
マ
の

根
本
を
探
る
糸
口
と
し
て
、
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
更
な
る
議
会
機
能
の

向
上
策
を
考
察
し
ま
し
た
。
本
号
で
は
、
基
調
講
演

お
お
も
り
わ
た
る

し
て
い
た
だ
い
た
大
森
彌
・
東
京
大
学
名
誉
教
授
の

講
演
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
（
す
べ
て
を
網
羅
し
た
講

演
録
は
２
月
に
全
市
議
会
事
務
局
へ
送
付
済
み
）
。

世
間
が
地
方
議
員
に
高
い
評
価

を
与
え
な
い
理
由
の
一
端
は
、
我

が
国
の
制
度
的
な
取
り
扱
い
に
問

題
が
あ
る
。
ま
ず
、
地
方
議
員
の

身
分
を
巡
り
不
可
解
な
取
り
扱
い

を
し
て
い
る
例
と
し
て
、
裁
判
員

制
度
を
紹
介
し
た
い
。

裁
判
員
制
度
の
根
拠
法
は
「
裁

判
員
の
参
加
す
る
刑
事
裁
判
に
関

す
る
法
律
」
。
同
法
に
は
参
加
義

務
の
ほ
か
、
職
に
応
じ
た
免
除
規

定
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
職
は

▽
国
会
議
員
▽
都
道
府
県
知
事
▽

市
町
村
長
―
―
な
ど
。
地
方
議
員

は
含
ま
れ
な
い
。
地
方
議
員
は
会

期
中
の
み
に
つ
き
、
辞
退
の
申
し

立
て
が
認
め
ら
れ
る
。

な
ぜ
か
。
最
高
裁
は
「
会
期
中

で
あ
る
場
合
に
は
、
重
要
な
公
務

を
全
う
す
る
必
要
性
が
一
般
的
に

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
公
務
の

内
容
等
に
関
す
る
具
体
的
な
事
情

を
伺
う
ま
で
も
な
く
、
辞
退
の
申

し
立
て
を
可
能
に
し
た
も
の
」
と

回
答
し
て
い
る
。
裏
を
返
せ
ば
、

原
則
と
し
て
会
期
中
以
外
は
辞
退

を
認
め
な
い
。

会
期
中
以
外
の
議
員
活
動
は
、

重
要
な
公
務
で
な
い
の
か
。
最
高

裁
の
見
解
は
釈
然
と
し
な
い
。
お

そ
ら
く
、
地
方
議
員
は
非
常
勤
で

あ
り
閉
会
中
は
公
務
ら
し
き
仕
事

が
な
い
、
と
い
う
考
え
に
基
づ
い

て
い
る
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ

の
考
え
は
誤
り
だ
。

我
が
国
で
は
確
か
に
、
平
成
２０

年
６
月
１１
日
の
改
正
自
治
法
成
立

以
前
、
旧
２
０
３
条
の
規
定
で

は
、
地
方
議
員
が
非
常
勤
と
解
釈

し
得
る
条
文
と
な
っ
て
い
た
。
非

常
勤
職
員
の
包
括
規
定
に
議
員
の

規
定
が
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し

元
々
、
自
治
法
で
議
員
が
非
常
勤

と
定
め
て
は
い
な
い
。

自
治
法
第
２
０
４
条
は
、
行
政

の
常
勤
職
に
つ
い
て
包
括
的
に
定

め
て
い
る
。
首
長
の
規
定
も
同
条

に
含
ま
れ
て
い
る
た
め
常
勤
職
と

錯
覚
す
る
が
、
実
は
自
治
法
で
首

長
が
常
勤
と
定
め
て
は
い
な
い
。

地
方
議
員
が
非
常
勤
職
な
ら
、

月
々
に
報
酬
を
支
払
う
必
要
は
な

い
。
閉
会
中
で
も
報
酬
や
ボ
ー
ナ

ス
が
支
払
わ
れ
る
の
は
、
常
勤
扱

い
だ
か
ら
こ
そ
。
た
だ
し
「
常
勤

扱
い
」
だ
が
「
常
勤
」
と
明
確
に

規
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
公
選
職

で
あ
る
首
長
と
議
員
が
、
我
が
国

で
は
長
期
に
わ
た
り
、
曖
昧
な
立

場
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
き
た
。

昨
年
の
自
治
法
改
正
で
、
よ
う

や
く
議
員
と
非
常
勤
職
員
の
規
定

が
別
立
て
と
な
っ
た
。
そ
も
そ
も

公
選
職
の
議
員
が
、
非
常
勤
職
員

と
同
じ
条
文
で
括
ら
れ
て
い
た
こ

と
自
体
が
不
自
然
。
議
員
は
選
挙

を
経
て
任
期
が
始
ま
っ
た
時
点
で

活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
辞
令
を

受
け
取
っ
て
か
ら
働
く
の
で
は
な

い
。
辞
令
と
は
、
働
く
場
所
と
時

間
が
限
定
さ
れ
る
と
い
う
意
味
。

議
員
に
辞
令
は
存
在
し
な
い
。

し
か
し
国
は
、
地
方
議
員
の
活

動
を
極
め
て
限
定
的
に
解
釈
し
て

き
た
。
地
方
議
員
の
職
務
は
、
自

治
法
上
に
定
め
る
正
規
の
会
議
へ

の
出
席
の
み
と
し
て
き
た
。
果
た

し
て
正
規
の
会
議
だ
け
で
議
会
が

成
立
す
る
の
か
。
各
派
代
表
者
会

議
や
全
員
協
議
会
は
不
必
要
か
。

昨
年
の
自
治
法
改
正
以
前
、
こ
れ

ら
の
会
議
は
正
規
の
職
務
と
位
置

付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

地
方
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
現
在
、
国
が
第
２９
次
地
方
制
度

調
査
会
を
発
足
さ
せ
、
同
調
査
会

下
に
設
置
さ
れ
た
専
門
小
委
員
会

で
、
主
に
検
討
し
て
い
る
。

な
か
で
も
市
議
会
に
関
わ
る
事

案
で
、
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
項
目
に

つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
現
行
の
法

令
で
は
住
民
人
口
を
大
括
り
に

し
、
市
議
会
の
議
員
定
数
に
係
る

上
限
数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
上
限
を
撤
廃
す
る
方
向
で
ま
と

ま
り
つ
つ
あ
る
。

漏
れ
聞
い
た
話
で
は
、
上
限
の

存
在
が
議
員
の
減
員
の
足
か
せ
と

な
る
懸
念
が
あ
る
。
上
限
数
い
っ

ぱ
い
に
議
員
を
置
く
自
治
体
を
な

く
す
た
め
、
こ
の
際
、
定
数
の
上

限
を
撤
廃
し
て
し
ま
え
と
い
う
議

論
も
、
一
部
に
あ
る
ら
し
い
。

こ
の
議
論
は
、
あ
ま
り
い
い
論

調
と
思
え
な
い
が
、
私
は
元
々
、

議
員
定
数
に
上
限
や
下
限
を
設
け

る
べ
き
で
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
会
の
構
成
は
、
議
会
自
身
が
判

断
す
べ
き
こ
と
。
だ
か
ら
、
上
限

を
撤
廃
す
る
方
向
で
法
改
正
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
自
体
は
、
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

合
議
体
と
し
て
の
議
会
が
成
り

立
つ
最
小
議
員
数
の
理
論
値
は
４

人
。
１
人
が
議
長
を
務
め
、
残
り

３
人
の
議
員
の
う
ち
２
人
で
多
数

派
を
構
成
し
得
る
た
め
、
合
議
体

と
し
て
機
能
す
る
。
そ
こ
で
４
人

を
超
え
る
議
員
定
数
を
定
め
る
な

ら
、
理
由
が
必
要
と
な
る
。

現
在
の
各
自
治
体
の
議
員
定
数

に
つ
い
て
実
際
の
と
こ
ろ
、
さ
し

た
る
根
拠
は
な
い
。
し
た
が
っ
て

上
限
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
、
適
正

な
議
会
の
規
模
に
つ
い
て
、
自
ら

が
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

住
民
と
も
議
論
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
議
会
構
成
の
議
論
を
通
じ
、

議
会
の
活
性
化
が
呼
び
起
こ
さ
れ

る
の
か
、
ま
た
は
荒
涼
と
す
る
の

か
。
動
向
を
見
守
り
た
い
。

次
に
監
査
制
度
に
つ
い
て
。
地

制
調
で
は
、
執
行
機
関
に
対
す
る

監
査
機
能
強
化
を
図
る
た
め
、
監

査
委
員
の
選
任
権
を
全
て
議
会
へ

移
そ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
議

会
に
実
地
検
査
権
を
保
有
さ
せ
る

方
向
へ
向
か
っ
て
い
る
。

議
会
の
権
能
強
化
と
な
る
議
論

が
進
め
ら
れ
る
背
景
に
は
、
地
方

自
治
の
発
展
を
図
る
う
え
で
、
議

会
の
充
実
が
不
可
欠
と
の
考
え
に

シ
フ
ト
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ

う
。議

会
機
能
の
強
化
は
、
議
会
や

議
員
の
振
る
舞
い
、
考
え
方
に
も

変
化
を
及
ぼ
す
。
こ
れ
が
ガ
バ
ナ

ン
ス
の
変
化
。
議
会
の
ガ
バ
ナ
ン

ス
が
変
わ
る
と
、
議
会
審
議
に
も

変
化
が
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。

３
面
へ
続
く

第
３
回
本
会
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
基
調
講
演

変変
わわ
るる
自自
治治
体体
のの
ガガ
ババ
ナナ
ンン
スス
要旨

東
京
大
学
名
誉
教
授

大
森

彌

氏

間間
違違
っっ
てて
いい
るる
地地
方方
議議

員員
のの
位位
置置
付付
けけ
とと
職職
務務

地地
方方
議議
会会
のの
充充
実実
がが
不不
可可
欠欠

――
ガガ
ババ
ナナ
ンン
スス
のの
変変
化化

第１７２１号 平成２１年４月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
が

平
成
２０
年
５
月
２８
日
に
第
１
次
勧

告
を
打
ち
出
し
た
。
こ
の
勧
告
は

平
成
の
大
合
併
の
成
果
を
前
提
と

し
た
も
の
。
で
は
、
大
合
併
の
成

果
が
、
ど
こ
で
現
れ
始
め
た
か
。

分
権
委
の
第
１
次
勧
告
は
、
国

か
ら
都
道
府
県
へ
の
事
務
権
限
の

移
譲
よ
り
も
、
都
道
府
県
か
ら
市

町
村
へ
の
権
限
移
譲
を
目
玉
と
し

て
い
る
。
市
町
村
の
う
ち
、
市
で

暮
ら
す
日
本
人
は
、
既
に
９
割
を

超
え
て
い
る
。
市
が
、
こ
れ
だ
け

増
加
し
行
政
体
制
が
整
備
さ
れ
た

な
ら
、
市
へ
事
務
権
限
を
移
譲
し

な
い
わ
け
に
い
か
な
い
。

だ
か
ら
今
回
は
都
道
府
県
に
義

務
付
け
て
い
る
仕
事
を
、
少
な
く

と
も
体
制
が
整
っ
て
い
る
市
へ
移

そ
う
。
町
村
を
含
め
る
と
難
し
い

の
で
、
大
筋
と
し
て
は
町
村
を
除

き
、
市
へ
事
務
権
限
を
移
そ
う
。

こ
う
い
う
提
案
と
な
っ
て
い
る
。

第
１
次
勧
告
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
関
係
法
６４
本
の
見
直
し
が

必
要
と
な
る
。
一
括
法
と
し
て
国

会
へ
提
出
す
る
必
要
が
あ
る
。
法

整
備
が
整
え
ば
都
道
府
県
か
ら
市

へ
権
限
が
移
譲
さ
れ
る
。
事
務
権

限
の
移
譲
は
、
明
ら
か
に
合
併
の

成
果
と
い
え
よ
う
。

権
限
移
譲
後
は
、
事
務
の
担
い

手
で
あ
る
市
の
意
向
を
条
例
と
し

て
反
映
さ
せ
る
た
め
、
条
例
案
を

議
会
へ
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
。

市
議
会
の
役
割
は
今
以
上
に
増
す

こ
と
と
な
る
。
議
会
の
あ
り
方
、

議
員
の
振
る
舞
い
に
も
変
革
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

議
員
の
振
る
舞
い
の
変
化
は
、

首
長
と
の
接
し
方
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
。
お
そ
ら
く
首
長
は
、
議
会

が
今
以
上
に
強
化
さ
れ
、
議
会
が

独
自
に
動
き
始
め
る
こ
と
を
好
ま

な
い
だ
ろ
う
。
寝
た
子
を
起
こ
す

な
、
と
内
心
で
思
っ
て
い
る
。

明
治
以
来
、
我
が
国
の
地
方
自

治
は
執
行
権
が
優
位
す
る
、
首
長

中
心
の
制
度
と
な
っ
て
い
た
。
中

央
集
権
的
な
行
政
体
制
で
あ
る
機

関
委
任
事
務
制
度
下
で
は
、
議
会

が
目
覚
め
て
は
困
る
た
め
だ
。

２
面
か
ら
続
く

自
治
体
財
政
が
逼
迫
し
た
状
況

が
続
い
て
い
る
。
歳
出
抑
制
な
い

し
歳
出
削
減
的
な
財
政
運
用
が
長

期
に
わ
た
り
、
な
さ
れ
て
い
る
。

国
の
言
葉
を
借
り
る
と
「
選
択
と

集
中
」
の
運
用
。
あ
れ
も
こ
れ
も

望
め
る
時
代
で
は
な
く
な
り
、
住

民
の
満
足
度
が
高
め
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
住
民
に
納
得
し
て
も
ら
う

時
代
と
な
っ
た
。

最
近
、
「
協
働
」
と
い
う
新
た

な
運
用
基
準
が
急
速
に
、
市
政
に

お
い
て
台
頭
し
て
い
る
。
し
か
し

協
働
を
強
調
す
る
の
な
ら
、
協
働

に
よ
っ
て
大
き
な
体
験
を
な
し
得

た
事
実
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
点
に

留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
型
あ
る
い
は
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
型
の
有
効
性
は
、
十
分
に

試
さ
れ
て
い
な
い
た
め
だ
。

協
働
は
、
人
や
集
団
を
横
に
つ

な
げ
る
試
み
。
実
は
、
横
で
つ
な

が
る
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る

の
は
議
会
だ
。
議
会
は
、
発
言
権

と
議
決
権
が
完
全
に
対
等
で
あ
る

議
員
の
合
議
体
。
だ
か
ら
議
会
こ

そ
が
協
働
の
実
践
場
所
と
な
る
。

辞
書
を
引
く
と
「
横
」
と
い
う

漢
字
を
用
い
た
熟
語
は
、
全
て
悪

い
意
味
で
あ
り
、
悪
い
イ
メ
ー
ジ

を
示
し
て
い
る
。
横
行
、
横
暴
、

横
着
、
横
車
、
横
恋
慕
、
横
死
。

「
横
」
は
奨
励
さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
し
「
横
」
を
日
本
全
体
で

実
験
し
た
時
代
が
あ
っ
た
。
明
治

維
新
の
時
代
だ
。
幕
藩
体
制
が
縦

の
秩
序
で
、
藩
か
ら
簡
単
に
は
出

て
行
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
時

代
。
志
あ
る
脱
藩
者
ら
が
命
を
懸

け
、
新
し
い
日
本
を
創
造
し
よ
う

と
し
た
。

幕
府
は
「
横
議
横
行
の
禁
」
を

出
し
、
脱
藩
者
ら
を
取
り
締
ま
ろ

う
と
し
た
が
、
そ
れ
で
も
彼
ら
は

命
を
懸
け
て
禁
を
破
り
、
新
し
い

日
本
を
創
造
し
た
。

会
場
に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
が

協
働
を
唱
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
脱

藩
者
ら
が
秘
め
て
い
た
く
ら
い
の

気
概
が
ほ
し
い
。
そ
の
く
ら
い
の

気
概
が
あ
れ
ば
、
日
本
の
閉
塞
社

会
を
打
破
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

そ
の
先
頭
に
こ
そ
、
市
議
会
議

員
に
立
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

の
が
、
私
の
願
い
だ
。

こ
の
と
こ
ろ
議
会
基
本
条
例
、

自
治
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
始
め

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
議
会
基
本
条

例
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
二
元
代

表
制
を
強
調
し
て
い
る
。

二
元
代
表
制
と
は
代
表
機
関
が

２
つ
存
在
す
る
た
め
、
「
取
扱
注

意
」
の
制
度
。
首
長
を
選
ん
だ
住

民
の
意
思
と
、
議
会
の
多
数
派
を

選
ん
だ
住
民
の
意
思
と
の
間
に
、

ズ
レ
が
起
こ
り
得
る
た
め
だ
。

相
当
程
度
、
強
い
対
立
も
起
こ

る
可
能
性
を
含
有
す
る
制
度
だ
か

ら
こ
そ
、
両
者
は
緊
張
関
係
を
保

ち
つ
つ
協
力
し
合
い
、
自
治
体
の

意
思
決
定
を
行
う
。
緊
張
関
係
が

求
め
ら
れ
る
こ
と
こ
そ
が
、
二
元

代
表
制
の
意
義
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
二
元
代
表
制
と
い
っ

て
も
、
実
際
は
客
観
的
に
見
た
場

合
、
圧
倒
的
に
執
行
機
関
が
議
会

に
対
し
優
位
し
て
い
る
。
執
行
機

関
の
優
位
性
が
最
も
表
れ
て
い
る

の
は
、
政
策
形
成
能
力
だ
。

通
常
、
首
長
は
執
行
機
関
、
議

会
は
議
決
機
関
も
し
く
は
議
事
機

関
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
２
つ

の
区
分
の
中
で
抜
け
落
ち
て
い
た

点
が
「
誰
が
議
案
を
企
画
立
案
す

る
か
」
。
残
念
な
が
ら
多
数
の
議

員
は
、
議
会
で
審
議
す
べ
き
事
案

は
、
自
ら
が
企
画
立
案
し
な
く
て

い
い
と
思
い
込
ん
で
い
た
。

ほ
と
ん
ど
の
議
会
で
確
定
す
べ

き
団
体
意
思
の
内
容
に
係
る
企
画

立
案
は
、
執
行
機
関
で
行
っ
て
き

て
い
る
。
だ
か
ら
執
行
機
関
は
強

い
。議
会
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
。

物
事
の
最
も
重
要
な
こ
と
が
決

ま
る
の
は
企
画
立
案
時
。
企
画
立

案
を
経
て
成
案
と
し
て
提
出
さ
れ

た
議
案
を
審
議
し
て
も
、
全
て
を

拒
否
し
な
い
限
り
、
成
案
を
組
み

替
え
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
る
。

執
行
機
関
が
用
意
し
た
議
案
を

審
議
し
、
少
々
の
質
問
を
し
て
議

会
を
通
す
。
誰
で
も
出
来
る
。
楽

な
仕
事
を
し
て
報
酬
を
得
て
い
て

は
、
住
民
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
な

い
。例
え
ば
予
算
編
成
。編
成
権

は
首
長
に
あ
る
が
、
編
成
に
あ
た

っ
て
の
考
え
方
や
方
針
に
つ
い

て
、
な
ぜ
議
会
が
ま
と
め
て
首
長

に
伝
え
な
い
の
か
。
議
会
自
ら
も

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

人
や
集
団
を
横
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
協
働

我
が
国
は
明
治
以
来

執
行
権
優
位
の
自
治

市市
町町
村村
合合
併併
とと
分分
権権
改改
革革

企企
画画
立立
案案
はは
議議
会会
主主
導導
でで

横横
のの
つつ
なな
がが
りり
でで

新新
しし
いい
可可
能能
性性
をを
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総
務
省
は
３
月
２７
日
、
「
地
方

公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
所
属
党
派
別
人
員
調
等
（
２０
年

１２
月
３１
日
現
在
）」を
公
表
し
た
。

調
べ
に
よ
る
と
、全
国
８
０
６
市

区
の
議
会
議
員
の
定
数
合
計
は
、前

年
よ
り
２
６
３
人
減
の
２
万
２
１

３
０
人
。町
村
議
会
議
員
の
定
数

合
計
は
、前
年
よ
り
５
０
５
人
減
の

１
万
３
５
０
１
人
と
な
る
。

欠
員
を
除
く
全
市
区
議
員
２
万

１
８
４
１
人
の
所
属
党
派
別
を
み

る
と
、
最
も
多
い
の
は
無
所
属

（
政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
に
所

属
し
な
い
者
）
の
１
万
４
２
１
６

人
で
、
全
市
区
議
員
の
６５
・
１
％

を
占
め
る
。
次
い
で
公
明
党
２
３

２
１
人
（
全
市
区
議
員
数
の
１０
・

６
％
）
、
日
本
共
産
党
２
０
２
９

人
（
同
９
・
３
％
）、自
由
民
主

党
１
７
４
２
人
（
同
８
・
０
％
）、

民
主
党
９
５
８
（
同
４
・
４
％
）

の
順
と
な
る
�
上
表
参
照
。

全
国
の
女
性
市
区
議
員
の
合
計

は
２
７
６
１
人
で
、
前
年
よ
り
２８

人
増
え
、
全
市
区
議
員
に
占
め
る

割
合
は
１２
・
６
％
と
な
る
。

全
国
自
治
体
病
院
経
営
都
市
議

会
協
議
会
（
会
長
�
田
中
弘
光
・

松
江
市
議
会
議
長
）
は
４
月
３

日
、
正
副
会
長
・
監
事
・
相
談
役

会
議
を
東
京
・
全
国
都
市
会
館
で

開
き
、
平
成
２０
年
度
の
要
望
運
動

結
果
を
総
括
し
た
。

２０
年
度
の
要
望
項
目
は
▽
自
治

体
病
院
の
経
営
基
盤
強
化
▽
勤
務

医
不
足
の
解
消
―
―
な
ど
。
同
協

議
会
で
は
諸
問
題
の
解
決
を
図
る

た
め
、
２０
年
５
月
開
催
の
定
期
総

会
以
降
、
政
府
・
与
党
関
係
者
ら

に
面
談
す
る
な
ど
、
要
望
運
動
を

積
極
的
に
繰
り
広
げ
て
き
た
。

成
果
が
実
り
、
自
治
体
病
院
の

経
営
基
盤
強
化
に
向
け
、
２１
年
度

地
方
交
付
税
の
措
置
総
額
が
、
２０

年
度
の
２
９
３
０
億
円
か
ら
７
０

０
億
円
上
積
み
さ
れ
た
。
ま
た
、

勤
務
医
不
足
の
解
消
に
向
け
、
２１

年
度
医
学
部
入
学
定
員
は
、
過
去

最
大
の
８
４
８
６
人
と
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
会
議
で
は
、
第
５
回

地
域
医
療
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
１０
月

２８
日
に
開
催
す
る
こ
と
を
内
定
し

た
。
セ
ミ
ナ
ー
は
東
京
・
都
市
セ

ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
の
予
定
。

日本弁護士連合会

多重債務シンポジウム

「多重債務者の生活再建を実現する」
日本弁護士連合会では「多重債務者の生活再建

を実現する」と題し、５月１２日に下記日程でシ
ンポジウムを開催します。
シンポジウムでは、地方自治体の職員・相談員

の方など多重債務者の救済に係る方、あるいは多
重債務者の救済に関心のある方を対象に、多重債
務者の救済及び自治体の内外における連携の実践
例について、現場からの報告を行います。また、
セーフティネット貸付の現状及び地方自治体で構
築が求められるセーフティネット貸付について紹
介を行います。
多くの方のご参加をお待ちしています。

◎基調報告
◎第１部 より多くの多重債務者の発見・救済の

ために
○自治体の多重債務者発見のための広報及び連
携活動について

○自治体における連携事例の報告
◎第２部 多重債務者のセーフティネットの確立

のために
○自治体におけるセーフティネット貸付の取り
組み（事例報告）

○セーフティネット貸付構築のための提言

記

◆日 時：平成２１年５月１２日（火）
１２：３０～１７：００〈開場１２：００〉

◆場 所：弁護士会館２階講堂 クレオＢＣ
〈日弁連ホームページ記載の一部弁護
士会にてテレビ中継実施〉

（東京都千代田区霞が関１－１－３）
◆参加費：無料
◆問合せ：日本弁護士連合会人権部人権第二課

ＴＥＬ０３（３５８０）９５０８
ＦＡＸ０３（３５８０）２８９６
詳細は日弁連ホームページに
（http : / /www.nichibenren.or . jp / ja /event /090512.html）

自
民
党
本
部
で
４
月
２
日
、
漂

流
・
漂
着
物
対
策
特
別
委
員
会

（
委
員
長＝

加
藤
紘
一
・
衆
議
院

議
員
）
な
ど
の
主
催
に
よ
る
合
同

会
議
が
開
か
れ
、
本
会
か
ら
川
崎

順
次
・
監
事
（
小
松
市
議
会
議

長
）が
出
席
し
、
意
見
を
述
べ
た
。

特
別
委
は
平
成
１８
年
の
発
足
以

来
、
海
岸
へ
大
量
に

漂
着
す
る
ゴ
ミ
問
題

に
関
心
を
寄
せ
、
議

員
立
法
に
よ
る
法
案

提
出
を
目
指
し
て
き
た
。

法
案
骨
子
が
完
成
し
、
法
案
の

細
部
を
詰
め
る
た
め
、
２
日
の
合

同
会
議
で
は
自
治
体
関
係
者
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。
川
崎
監
事

は
、
ゴ
ミ
処
分
に
多
大
な
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
る
地
元
自
治
体
の

窮
状
を
訴
え
た
。

２０年度活動を総括
病院協が役員会で

２０年末

市
区
議「
無
所
属
」が
６５
％

議
員
の
所
属
党
派
ー
総
務
省
調

市区議会議員の所属党派別人員調

単位：人（％）

平成１９年１２月

２，３２８（ １０．５）

２，０４６（ ９．２）

１，７５５（ ７．９）

９４６（ ４．３）

３７０（ １．７）

３（ ０．０）

２（ ０．０）

２１０（ ０．９）

１４，５０５（ ６５．４）

２２，１６５（１００．０）

２２８

２２，３９３

※構成比（％）は、小数点以下第２位を四捨五入

平成２０年１２月

２，３２１（ １０．６）

２，０２９（ ９．３）

１，７４２（ ８．０）

９５８（ ４．４）

３６０（ １．６）

３（ ０．０）

２（ ０．０）

２１０（ １．０）

１４，２１６（ ６５．１）

２１，８４１（１００．０）

２８９

２２，１３０

党 派

公 明 党

日本共産党

自由民主党

民 主 党

社会民主党

国民新党

新党大地

諸 派

無 所 属

計

欠 員

定数合計

自
治
体
関
係
者
か
ら

海海
岸岸
ゴゴ
ミミ
でで
意意
見見
聴聴
取取

自
民
漂
着
物
特
別
委

あいさつする田中弘光・病院協会長（松江市）

加
藤
紘
一
・
自
民
特
別
委
員
長

川
崎
順
次
・
本
会
監
事（
小
松
市
）
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